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〈
書
評
〉

松
本
和
也
著
『
印
象
派
の
超
克
―
近
代
日
本
に
お
け
る
西
洋
美
術
受

容
の
言
説
史
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
五
年
）

芹　

澤　

凜　

香

　

本
書
で
対
象
と
す
る
の
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
の
美
術
界
の
動
向
に
ま
つ
わ
る
言
説
で
あ
る
。
特
に
「
生
の
芸

術
」
論
争
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
を
取
り
巻
く
言
説
を
発
言
者
、
媒
体
の
大
小
に
と
ら
わ
れ
ず
蒐
集
し
、
こ
れ
ら
の
論
争
が
い
か

な
る
土
壌
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
迎
え
た
の
か
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
「
生
の
芸
術
」
論
争
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
記
述
と
分
析
は
、
今
ま
で
に
も
臼
井
吉
見
『
近
代
文
学
論
争
上
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
七
五
年
一
〇
月
）、
高
階
秀
爾
『
日
本
近
代
の
美
意
識
』（
青
土
社
、
一
九
七
八
年
三
月
）、
中
村
義
一
「
日
本
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
誕
生
―
「
生
の
芸
術
」
論
争
」（『
日
本
近
代
美
術
論
争
史
』
求
龍
堂
、
一
九
八
一
年
四
月
）、
鍵
岡
正
謹
『
山
脇
信
徳
日
本
の

モ
ネ
と
呼
ば
れ
た
男
』（
高
知
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）、
五
十
殿
利
治
『
観
衆
の
成
立
―
美
術
展
・
美
術
雑
誌
・
美
術
史
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
等
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
吉
本
弥
生
「「
絵
画
の
約
束
」
論

争

―
「
印
象
」
か
ら
「
象
徴
」
に
向
か
う
時
代
の
な
か
で
」（『
日
本
研
究
』
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
村
田
裕
和
「
ロ
ー
カ
ル
・
カ

ラ
ー
、
生
命
、
公
衆
―
「
生
の
芸
術
」
論
争
と
石
井
柏
亭
―
」（『
論
究
日
本
文
学
』
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）、
木
内
英
実
「「
海
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郷
風
物
記
」
を
め
ぐ
っ
て
―
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
と
の
関
連
か
ら
―
」（『
杢
太
郎
会
シ
リ
ー
ズ
』
杢
太
郎
会
、
二
〇
一
三
年

四
月
）、
廣
瀬
航
也
「「
官
展
」
の
時
代
に
お
け
る
「
絵
画
の
約
束
」
論
争

―
文
学
者
に
よ
る
美
術
批
評
と
「
公
衆
」
の
発
見

―
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
五
年
二
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
論
に
連
な
る
本
書
で
の
試
み
を
換
言
す
れ
ば
、
当
時
、
時
期
も
媒
体
も
バ
ラ
バ
ラ
に
発
表
さ
れ
た
言
説
を
立
体
的

に
組
み
立
て
直
し
、
同
時
期
の
、
美
術
界
の
見
取
り
図
の
解
像
度
を
上
げ
る
こ
と
と
言
え
る
。

　

以
下
、
本
書
の
構
成
と
概
要
、
お
よ
び
所
感
を
記
す
。

　

本
書
全
体
の
主
題
は
「
印
象
派
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
美
術
の
新
傾
向
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
近
代
日
本
に
受
容
―

超
克
さ
れ
た

か
」（
一
五
頁
）
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
三
段
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
で
は
洋
画
を
め
ぐ
る
美
術
状
況
（
概
況
）
の

分
析
、
第
二
部
で
は
画
家
・
山
脇
信
徳
に
注
目
し
た
検
討
、
第
三
部
で
は
印
象
派
以
降
に
生
ま
れ
た
ポ
ス
ト
印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ

ズ
ム
、
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。

　

第
一
部
第
一
章
で
は
、
本
書
全
体
に
わ
た
る
問
題
関
心
と
方
法
論
が
述
べ
ら
れ
る
。
本
書
で
の
検
討
対
象
は
一
九
〇
九
年
か
ら
一

九
一
三
年
の
新
聞
・
雑
誌
記
事
で
あ
り
、
本
書
は
こ
の
時
期
の
、
文
学
場
な
ら
ぬ
美
術
場
の
再
現
を
試
み
て
い
る
。
い
ま
ま
で
に
も
、

先
に
挙
げ
た
よ
う
な
「
生
の
芸
術
」
論
争
お
よ
び
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
自
体
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

論
争
が
着
目
さ
れ
る
際
は
も
っ
ぱ
ら
白
樺
派
同
人
ら
の
言
説
に
着
目
さ
れ
、
山
脇
信
徳
は
両
論
争
の
中
心
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
彼

の
言
説
に
注
目
し
た
論
は
多
く
な
い
。
こ
の
点
に
本
書
の
独
自
性
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
章
で
は
先
行
研
究
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、
明
治
末
年
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
西
洋
美
術
の
新
傾
向
が
日
本
に
紹
介
・
輸
入

さ
れ
て
き
た
の
か
の
検
証
が
行
わ
れ
る
。
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第
三
章
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
経
て
帰
朝
し
た
有
島
生
馬
、
齋
藤
與
里
、
高
村
光
太
郎
ら
の
作
品
と
批
評
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が

も
た
ら
し
た
影
響
の
検
討
が
行
わ
れ
れ
て
い
る
。

　

第
二
部
第
四
章
で
は
主
に
高
村
光
太
郎
、
石
井
柏
亭
ら
の
あ
い
だ
で
交
わ
さ
れ
た
「
生
の
芸
術
」
論
争
の
「
生
（D

A
S LEB-

EN

）」
と
「
地ロ

ー
カ
ル
カ
ラ
ー

方
色
」
と
い
う
二
つ
の
争
点
か
ら
の
再
検
討
が
行
わ
れ
る
。「
生
の
芸
術
」
論
争
は
第
三
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

（
文
展
）
に
出
品
さ
れ
た
山
脇
信
徳
の
絵
画
作
品
で
あ
る
《
停
車
場
の
朝
》
に
つ
い
て
の
評
価
が
二
者
の
間
で
大
き
く
分
か
れ
た
こ

と
に
起
因
す
る
。
し
か
し
本
章
の
検
討
に
よ
っ
て
、
第
三
回
文
展
の
開
催
当
時
の
雑
誌
、
新
聞
評
で
は
、
実
は
殊
更
山
脇
の
名
が
話

題
に
上
が
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
高
村
光
太
郎
ら
の
論
評
が
き
っ
か
け
と
な
り
大
き
な
論
争
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
章
で
論
点
と
な
る
の
は
、
高
村
光
太
郎
が
主
張
す
る
「
生
」
と
柏
亭
が
主
張
す
る
「
地
方
色
」
と
は
な
に
か
、
と
い
う
基
本
的

な
問
題
で
あ
る
。
高
村
の
「
生
」
は
「
感
じ
」
と
も
表
現
さ
れ
、
荻
原
守
衛
の
「
生
命
」「
人
格
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
引
き
継

い
だ
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
後
の
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
一
方
の
柏

亭
は
、
美
術
界
の
動
機
な
き
「
西
洋
画
」
追
随
の
風
潮
を
批
判
し
、
作
品
の
評
価
軸
と
し
て
日
本
ら
し
さ
の
有
無
を
重
要
視
す
る
。

こ
の
、
日
本
（
そ
の
土
地
）
ら
し
さ
が
即
ち
「
地
方
色
」
で
あ
る
。

　

本
論
争
で
主
軸
と
な
る
光
太
郎
と
柏
亭
の
違
い
は
、
画
家
の
主
観
に
よ
る
裁
量
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
視
覚

の
最
大
公
約
数
を
ど
こ
に
ど
う
位
置
づ
け
る
か
の
違
い
と
言
え
る
。
こ
の
違
い
は
、
後
に
検
討
さ
れ
る
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
に
お

け
る
木
下
杢
太
郎
の
発
言
「
成
る
可
く
多
く
の
鑑
賞
者
に
了
解
（
同
感
）
せ
し
む
る
事
」（
一
六
一
頁
）
と
い
う
「
約
束
」
の
定
義

の
伏
線
と
し
て
も
読
み
取
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
点
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
掘
り
下
げ
が
可
能
だ
ろ
う
。
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続
く
第
五
章
で
は
、「
自
己
」
と
「
公
衆
」
と
い
う
争
点
か
ら
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
再
検
討
が
行
わ
れ
る
。
木
下
杢
太
郎
が
、

山
脇
信
徳
作
品
展
覧
会
（
一
九
一
一
年
四
月
）
に
対
し
「
画
家
の
感
動
を
公
衆
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
「
絵
画
の
約
束
」
が
欠
如
し

て
い
る
と
批
判
し
た
」（
一
三
三
頁
）
こ
と
に
起
因
す
る
こ
の
論
争
は
、
当
事
者
で
あ
る
山
脇
信
徳
だ
け
で
な
く
、
武
者
小
路
実
篤

を
は
じ
め
と
す
る
『
白
樺
』
同
人
が
杢
太
郎
に
反
論
し
た
こ
と
で
、
半
年
に
及
ぶ
大
論
争
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

　

第
五
章
で
最
も
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
先
行
論
で
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
以
降
の
印
象
派
評
価
に

つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
従
来
は
杢
太
郎
お
よ
び
山
脇
と
武
者
小
路
の
言
説
に
の
み
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
も

の
の
、
本
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
に
も
齋
藤
與
里
、
兒
島
喜
久
雄
、
岸
田
劉
生
、
木
村
莊
八
、
高
村
光
太
郎
な
ど
も
こ
の
論
争
に

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
が
「
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
／
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
へ
の
呼
び
水
と
な
り
、
よ
り
広
く
文
化
領
域
に
お

い
て
は
、
生
命
あ
ふ
れ
る
個
性
を
尊
重
し
た
芸
術
家
の
あ
り
方
を
「
公
衆
」
に
ま
で
ひ
ろ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
一
七
九
頁
）
と

総
論
す
る
著
者
は
、「
論
争
（
の
結
論
）
と
し
て
は
生
産
的
な
意
義
が
な
い
と
目
さ
れ
て
き
た
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
だ
が
、
時

期
・
論
者
を
限
定
し
た
論
争
の
枠
組
み
を
相
対
化
し
、（
中
略
）
時
間
軸
を
延
ば
し
つ
つ
関
連
言
説
に
ま
で
視
野
を
ひ
ろ
げ
て
検
討

し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
を
経
た
が
ゆ
え
の
変
化
―

転
回
が
、
美
術
界
だ
け
で
な
く
、
杢
太
郎
、
山
脇
双
方

に
み
て
と
れ
る
」（
一
八
一
頁
）
と
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
に
こ
そ
、
細
や
か
な
言
及
に
ま
で
目
を
配
る
言
説
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ

の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第
六
章
で
は
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
中
で
執
筆
、
発
表
さ
れ
た
山
脇
の
画
論
「
断
片
」
に
つ
い
て
の
分
析
的
読
解
が
行
わ
れ

る
。
本
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
山
脇
が
日
本
の
「
印
象
派
」「
ポ
ス
ト
印
象
派
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
本
人
は
フ
ォ
ー
ヴ
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ィ
ス
ム
／
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
の
表
現
方
法
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
、
周
囲
か
ら
の
批
評
と
実
態
と
の
乖
離
で

あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
は
、
山
脇
が
こ
の
時
期
、
明
治
末
期
以
来
の
「
日
本
の
モ
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
立
ち
位
置
か
ら
脱
却
し
、
進

化
を
遂
げ
よ
う
と
も
が
い
て
い
た
と
考
え
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
興
味
深
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
落
差
は
、
高
階

秀
爾
が
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
に
つ
い
て
記
し
た
「
対
象
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
の
重
み
を
知
る
こ
と
の
で
き
た
批
評

家
と
、
逆
に
対
象
を
絶
対
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
歴
史
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
結
果
に
な
っ
た
実
作
者
と
の
間
の
論
争
」（『
日

本
近
代
の
美
意
識
』
青
土
社
、
一
九
七
八
年
三
月
）
と
い
う
評
と
響
き
合
う
も
の
と
言
え
よ
う
。「
歴
史
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
」
と

い
う
や
や
否
定
的
な
評
価
を
高
階
は
下
し
て
い
る
も
の
の
、
本
書
の
問
い
に
立
ち
返
れ
ば
、「
歴
史
か
ら
離
れ
」
た
か
ら
こ
そ
、
西

洋
美
術
の
新
傾
向
を
受
容
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
日
本
独
自
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
／
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
へ
の
発
展
へ
と

至
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
再
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。

　

第
三
部
第
七
章
で
は
、
岸
田
劉
生
の
初
期
エ
ッ
セ
イ
の
、「
自
然
」
と
い
う
語
に
着
目
し
た
分
析
が
行
わ
れ
る
。「
自
然
」
と
は
主

に
白
樺
派
の
間
で
用
い
ら
れ
た
、
印
象
派
を
語
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
劉
生
も
ま
た
、『
白
樺
』
や
ゴ
ッ
ホ
の
影
響
を
直
接

的
に
浴
び
た
一
九
一
〇
～
一
九
一
三
年
に
お
い
て
、「
自
然
」
を
主
題
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
多
く
書
い
て
い
る
。
本
章
で
は
、
今
ま

で
十
分
な
検
討
に
付
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
イ
の
読
解
を
試
み
て
い
る
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
、
劉
生
に
と
っ
て
「
自
然
」
と
は
、「「
自
分
」
に
不
安
を
与
え
つ
つ
も
、
そ
れ
に
「
肉
迫
」
す
る
こ
と
で
生
の
存

在
意
義
、
自
己
救
済
が
得
ら
れ
る
対
象
」（
二
三
八
頁
）
で
あ
り
、
劉
生
の
絵
画
制
作
の
目
標
は
「「
自
然
」
を
な
る
べ
く
「
理
解
」

し
、
そ
の
上
で
「
自
分
の
心
」
に
捉
え
ら
れ
た
「
自
然
」
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
然
の
後
に
ひ
そ
む
不
変
の
力
」
に
近
づ
く
こ
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と
」（
二
三
〇
頁
）
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
自
然
」
を
「
自
己
」
や
「
人
格
」
に
先
ん
ず
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
点
に
、
白

樺
派
と
は
異
な
る
、
劉
生
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

　

第
八
章
で
は
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
覧
会
の
同
時
代
評
価
の
分
析
が
行
わ
れ
る
。
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
は
一
九
一
二
年
に
齋
藤
與
里
が
発
起

人
と
な
り
設
立
さ
れ
た
会
で
、
そ
の
年
の
一
〇
月
に
第
一
回
展
覧
会
を
、
翌
年
三
月
に
第
二
回
展
覧
会
を
催
し
て
い
る
。
現
在
は
美

術
史
上
に
お
い
て
肯
定
的
な
評
価
を
下
さ
れ
て
い
る
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
で
あ
る
が
、
当
時
は
西
洋
画
の
模
倣
と
目
さ
れ
、
展
覧
会
評
の

大
半
は
批
判
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
著
者
は
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
功
績
を
「
西
洋

美
術
に
由
来
す
る
鑑コ

ー

ド

賞
枠
組
み
を
実
際
の
創
作
―

展
示
を
通
じ
て
ひ
ろ
め
、
鑑
賞
者
と
い
う
存
在
／
問
題
領
域
を
浮
き
彫
り
に
し
た

こ
と
」（
二
九
二
頁
）
と
総
括
し
て
い
る
。

　

五
十
殿
利
治
『
観
衆
の
成
立
―
美
術
展
・
美
術
雑
誌
・
美
術
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
は
、「
絵
画
の
約

束
」
論
争
に
お
い
て
「
公
衆
」
と
い
う
概
念
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
覧
会
に

お
い
て
も
「
公
衆
」
が
、
そ
の
後
の
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
評
価
枠
組
み
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
主
張
は
、
本
書
独
自

の
指
摘
と
い
え
よ
う
。

　

第
九
章
で
は
日
本
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
先
鋭
的
事
例
で
あ
る
萬
鐵
五
郎
《
裸
体
美
人
》
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
歴
史
的
意

義
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。
著
者
は
、
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
解
散
と
共
に
、
一
九
一
二
年
発
表
の
《
裸
体
美
人
》
が
明
治
末
年
か
ら
日
本

に
紹
介
さ
れ
た
西
洋
美
術
の
新
傾
向
の
移
入
期
間
の
終
焉
に
当
た
る
と
位
置
づ
け
、《
裸
体
美
人
》
が
日
本
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ヴ
ィ

ス
ム
の
嚆
矢
と
し
て
美
術
史
上
高
い
評
価
を
受
け
な
が
ら
も
、
当
時
の
評
価
は
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

151
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続
く
結
論
の
章
で
は
、「
山
脇
信
徳
（
作
品
）
を
契
機
と
し
た
「
生
の
芸
術
」
論
争
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
を
経
て
、
印
象
派
を

は
じ
め
と
す
る
西
洋
美
術
の
新
傾
向
は
、
し
だ
い
に
近
代
日
本
に
も
受
容
―

超
克
さ
れ
て
い
っ
た
」（
三
二
二
頁
）
と
ま
と
め
て
い

る
が
、
こ
の
論
争
後
、
山
脇
が
中
央
画
壇
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、「
こ
の
こ
と
は
、
印
象
派
を
は
じ
め
と
し
た
西
洋
美

術
が
、
つ
い
に
近
代
日
本
に
は
本
来
的
な
か
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

で
は
根
づ
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
見
方
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
」（
三
二
三
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
ぜ
、「
印
象
派
を
は
じ
め
と
し
た
西
洋
美
術
が
、
つ
い
に
近
代
日
本
に
は
本
来
的
な
か
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

で
は
根
づ
か
な
か
っ
た
」

の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
言
及
は
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
時
期
の
動
向
に
つ
い
て
稿
者
自
身
が
最
近
考
え
て
い
る
の
は
、
日
本
の
美
術
界
に
影
響
を
与
え
た
西
洋
美
術
が
、
日
本
の
美

術
の
影
響
を
受
け
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
印
象
派
の

平
面
的
な
画
面
構
成
や
、
従
来
の
陰
影
技
法
と
は
異
な
る
色
彩
表
現
、
日
常
の
一
瞬
間
を
切
り
取
っ
た
表
現
に
は
、
日
本
画
の
影
響

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
日
本
画
→
印
象
派
→
日
本
洋
画
と
い
う
影
響
ル
ー
ト
を
、
当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
受
容
し

て
い
た
の
か
と
い
う
問
い
が
立
ち
現
れ
る
。
高
階
秀
爾
『
日
本
近
代
の
美
意
識
』（
青
土
社
、
一
九
七
八
年
三
月
）、
南
明
日
香
「
近

代
日
本
に
お
け
る
美
術
史
上
の
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
へ
の
認
識
」（
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
編
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
考
え
る
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
二
二
年
四
月
）
等
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
美
術
界
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
波
動
自
体
は
知
ら
れ
て
い

な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
影
響
を
か
な
り
限
定
し
た
形
で
捉
え
て
い
た
た
め
に
、
現
在
私
た
ち
が
日
本
画
と
印
象
派
と

の
つ
な
が
り
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
が
む
し
ろ
、
日
本
画
と
西
洋
画
の
間
の
断
絶
と
み
な
さ
れ
た
面
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
現
代
と
は
異
な
る
認
識
に
こ
そ
、
日
本
と
西
洋
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
「
地
方
色
」
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
争
点
と
す
る
「
生
の
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芸
術
」
論
争
の
一
つ
の
契
機
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
や
、
西
洋
と
日
本
間
で
の
模
倣
の
問
題
に
対
す
る

踏
み
込
ん
だ
検
討
が
今
後
期
待
さ
れ
る
。
加
え
て
、「
白
樺
派
論
争
」
の
ひ
と
つ
と
目
さ
れ
る
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
が
、
日
本
文

学
へ
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
の
一
層
の
考
察
が
望
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
書
の
よ
う
な
試
み
が
現
れ
た
こ
と
は
、
美
術
界
と
文
学
界
が
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
展
開
し
た
こ
の
時
期
の
動
向
を
、

い
よ
い
よ
精
緻
に
見
て
い
く
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
と
言
え
る
。
本
書
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
研
究
が
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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